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     池野入観音堂 

 沼田横堂観音札所は、みなかみ町 

（旧新治村）の千手院にはじまり、 

片品村の大円寺（土出）で打ち止め 

となり、利根沼田全域をまわります。 

 二十四番札所「池野入観音堂」は、 

上古語父のゴルフ場近くにあり、間 

口四間のお堂で、イチョウやケヤキ 

の木々に囲まれた所にあります。 

 堂内には、立派な厨子のなかに馬頭観音と十一面観音（写

真上）が安置されており、ご本尊は十一面観音と言われてい

ますが、地元では馬頭観音のお祭りがおこなわれています。 

 御詠歌は、「古語父山 月も影さす池のいり 深き誓ひに 

我もらすなよ」（白澤村誌より） 

            観音像の厨子のとなりには江戸

時代、婦人病を治してくれると女性

たちから熱く信仰された「淡島さ

ま」の像（写真左）があります。 

            淡島神は、住吉大神の妃神でした

が、病のため船に乗せられ海に流さ

れ紀州の加太に流れ着き、婦人病に

苦しむ人を救う誓いを立て、淡島神

社を開きました。 

 
こ
ん
に
ち
は
。
今
国
会
で
自
民
党
の
改
憲
案
の
提
示
を
め
ざ
す
、
下
村
自
民
党
改
憲
推
進
本
部
長
は
３

日
、
記
者
団
に
「『
安
倍
色
』
を
払
拭
し
、
自
民
党
全
体
で
し
っ
か
り
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
」
と

語
り
、
萩
生
田
自
民
党
幹
事
長
代
行
も
「
総
理
が
黙
る
こ
と
で
、
憲
法
審
査
会
が
動
く
の
で
あ
れ
ば
、
そ

う
い
う
こ
と
も
考
え
た
い
」
と
テ
レ
ビ
番
組
で
語
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
よ
う
に
自
民
党
が
に
わ
か
に
「
安
倍
隠
し
」
を
は
じ
め
た
の
は
、
現
職
首
相
が
改
憲
の
旗
振
り
を

す
る
こ
と
が
、
憲
法
の
「
尊
重
擁
護
義
務
」（
９９
条
）
に
違
反
し
て
お
り
、
国
会
や
自
衛
隊
に
ま
で
改
憲

を
号
令
し
た
一
連
の
発
言
が
、
三
権
分
立
の
原
則
に
反
し
、
き
び
し
い
批
判
を
浴
び
て
い
る
か
ら
で
す
。 

 

し
か
し
姑
息
な
「
安
倍
隠
し
」
を
図
っ
て
も
、
自
民
党
総
裁
選
以
降
も
今
国
会
に
自
民
党
の
改
憲
案
を

提
示
す
る
こ
と
を
主
張
し
、
異
常
な
「
改
憲
」
シ
フ
ト
を
敷
い
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

国
民
が
支
持
し
な
い
改
憲
を
強
行
す
る
こ
と
は
、
憲
法
の
立
憲
主
義
に
反
し
、
憲
法

を
守
ら
ず
改
憲
の
旗
を
振
る
安
倍
首
相
に
は
、
政
権
を
担
う
資
格
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 市議会経済建設常任委員会は、定住促進の取り組みに

ついて、京都府南丹市の取り組みを調査しました。 

 南丹市は、平成１８年（２００６）に４町が合併し、

人口は３６，４０２人です。 

 南丹市では、３つの施策展開地域を設定した「定住促

進アクションプラン」を策定し、それぞれの地域にあっ

た定住促進の取り組みをすすめていました。 

 空き家改修支援、子育て世帯支援など移住者への補助

金を出すなど、移住者の増加に取り組んでいました。 

 第６５回沼田市文化祭が２日～４日まで、中央公民館

や沼田小学校屋内運動場などを会場に開催されました。 

 各会場には、６流派の華道作品展、色彩魚拓、書道、

写真、絵画、こより

絵など多彩な市民の

文化作品が多数展示

されました。 

                 中央公民館４階ホ

ールでは、詩吟など

の舞台発表もおこな

われました。 

 市議会の役割や市政の目標、課題を知り、地域社会と政治のかかわりに

ついて関心を高めることなどを目的に、市議会議員と沼田高校の２年生（約

１６０人）との意見交換会が５日、沼田高校で開かれました。 

 意見交換会では、教育、街の活性化、保健・福祉、人口・インバウンド

など６つのテーマに別に議員が３人～４人一組で生徒の質問に答える形式

でおこなわれました。 

 人口・インバウンドのグループでは生徒から、「外国人観光客を増やす取

り組みや外国人への対応は」、「沼田市の人口減少対策や高齢化の状況と対

策は」などの質問が出され、それぞれの議員が答えました。 

 生徒からは、「今後沼田市の人口増加に関わりたい。沼田に住みつづけた

い」などの感想が出されました。 

 ９月定例市議会に提案され継続審査となっていた「テラス沼田トレーニ

ングプラザの設置及び管理に関する条例の制定」が、６日開かれた臨時市      

議会で賛成多数で可決されました。 

トレーニングプラザには、介護予防や勤労青少年ホームの機能も移転す

ることから、市民の利用などについて多数の意見が出され、付託された総

務文教常任委員会で継続審査となっていました。 

 １０月２２日開かれた総務文教常任委員会で、市民ニーズを把握し柔軟

に対応することや、利便性の向上などを引き続き検討することが確認でき

たとし、全会一致で可決され、本会議で委員長報告がおこなわれました。 


